
禁煙事例紹介

朝日新聞東京本社

外部のボランティアの助力を得て

2002年の世界禁煙デーから

居心地の悪くならない禁煙支援

　朝日新聞の大阪本社・東京本社では、医療用に禁煙補

助剤が認可された当初から健康相談室で個人に対する

禁煙支援が行われており、医療スタッフが、それぞれの

モチベーションを活かして禁煙を支援している。朝日

新聞の場合、一般社員と会社の協力で分煙が進んできた。

特に編集局は禁煙情報に接する機会も多い分、意識も

高い。社内全体でも、特に健康増進法施行後は禁煙相談

に訪れる人が増加。2002年は27人で、2003年は48人の相

談があった。

　保健師の吉川貴子氏は、以前から高橋裕子先生の主宰する医

療スタッフのための禁煙支援者向けネットワーク（禁煙健康ネ

ット）で学んでいたこともあり、東京への異動を機に禁煙担当と

して集団への禁煙支援に取り組んでいる。最初の試みは2002年、

「5月31日の世界禁煙デーから禁煙をスタートしませんか」との

呼びかけに、各部署から12人が参加した。最初はメーリングリス

トの立ち上げ方が分からず、個人宛メールや社内便を活用。参加

者（ランナー）と相互に情報交換して1ヵ月間支援。さらに6ヵ月後、

1年後の経過報告も行った。

　この試みは好評だったが、少人数では限界がある。そこで2003

年はインターネット禁煙マラソンのミニチュア版として、

ボランティアのアドバイザー数十人とともに、「禁煙マラソン 

in朝日」が立ち上がった。ランナーはメーリングリスト参加が13

人、手紙や電話での参加が4人。部署も編集、制作、販売、システム

担当と多岐に渡る。前年の経験から、メールが途絶えるのは禁煙

がつまずきそうなサインであると分かり、職場内支援のメリッ

トを生かして直接本人を訪問するなど連絡が途絶えないような

工夫もしている。

　2004年は5月31日に14人の参加者でスタート。「禁煙支援のメ

ールが仕事のメールにまぎれてしまった」という反省から、あら

かじめ禁煙マラソンメール用のフォルダを作成してもらうなど

の工夫を加えた。ランナーはスタート後最初の1ヵ月は週に一度、

それ以降は1ヵ月ごとの現状報告をして、6ヵ月で終了する。3ヵ

月目あたりが最も再喫煙の誘惑が強いことも分かったので、今

年はメールでのサポート方法のガイドラインを作り、他にも禁

煙支援に取り組む朝日新聞各社の保健師に声をかけ、ネットワ

ークを通じて支援してもらう体制を整えている。

　まだ2年目ではあるが、ランナー

経験者が後輩ランナーを気遣って

くれるのも心強い。顔の見える間柄

だけに、押し付けがましくならず、

失敗してもまた禁煙しようという「居

心地の悪くならない」禁煙支援が目

標だ。今後も喫煙者に気軽に禁煙へ

の一歩を踏み出してもらえるよう

なサポート情報を発信、社内外と連

携し集団に対する禁煙支援のスキ

ルアップを図り、社内のみならず地

域や地球全体にも目配りした支援

を考えていきたいという。

■喫煙率の推移（男女計）

右から、吉川氏（保健師）、谷山氏（産業医）、福間氏（薬剤師）、近藤氏（歯科衛生士）
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健康診断問診結果より


